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１月  モニターレポート 担当出張所  伏見出張所 

担当区間 国道１号宇治川大橋～三川合流部背割堤（３４．６㎞～４２．４㎞） 

モニター実施日時 令和２年１月２０日  １０時１５分～１３時３０分 

 

天  候 晴れ  

（見出し） 

  今回は、三川合流地点がどのような地形になっているかをモニターすることとした。 

  しかし、全体を見渡す箇所がなく、担当区間ではありませんが、川向うの天王山に上り、そこから三川合流

の全景を見ることとした。                  

  さくらであい館からサイクリングロードを通り、大山崎町に渡ることとし、JR山崎から、天王山に上ること

とした。       

 

 

（内容） 

 天王山中腹での図です。この看板付近では、周りの山林に囲まれて、全体像は見えません。 
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一部分のみが見渡される三川合流地点 

  

 

 

 

  

 山頂の少し手前、木津川と桂川がみえますが、宇治川は、画面中央部分に少し見えます。 

 山頂では、合流地点は山林などで見えません。 
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天王山より、であい館に戻る途中、天王山大橋の横、隧道に大きな落書きと大型ごみがありました。 

ごみというより、置いているという感じでした。 

    

 

モニター活動の範疇から外れた内容になりましたこと、申し訳ありません。 

天王山の山頂から、三川合流地点は、山林に囲まれ、よく見えませんでした。 

 

     

 

（意見・感想・処置等） 

モニター、ありがとうございました。 

 

日頃は、堤防に立って見て頂いていますが、俯瞰して見られると、また異なったイメージや新たな発見が生ま

れるかも知れません。 

 

天王山大橋（京都第二外環状石清水大橋）の件については、道路管理者である近畿地方整備局京都国道事務所

に、その旨を伝えます。 

 

次回もレポート、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 


